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研究成果の概要（和文）：　本研究の成果は、2点ある。第1に、ユネスコエコパーク圏にある学校と市教委及び
市役所担当課の協働体制について自治体ごとの特徴を把握し、特に単独自治体運営型のエコパーク圏における
ESDの促進要因を事業担当者の言説から明らかにできたことである。 第2に、長野県飯田市遠山地区（南アルプ
スエコパーク圏）の学校と地域をフィールドに、多様なステークホルダーが参画したESDへのアクションリサー
チを通して、中山間地における協働的ESDに係る一モデルを提案できたことである。

研究成果の概要（英文）：The results of this study are twofold. First, we were able to grasp the 
characteristics of each municipality in terms of the cooperative framework between schools, 
municipal boards of education, and city hall divisions in UNESCO eco-park areas, and to clarify the 
factors promoting ESD, especially in eco-park areas operated by a single municipality, based on the 
discourse of those in charge of the project. Secondly, we were able to propose a model for 
collaborative ESD in mountainous areas through action research on ESD with the participation of 
various stakeholders in schools and communities in the Toyama area of Iida City, Nagano Prefecture 
(Southern Alps Eco-Park Area).

研究分野：教科教育学及び初等中等教育学関連

キーワード： ESD　総合的な学習の時間　学校と地域の連携・協働　ユネスコ・エコパーク
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究の意義は、「ユネスコ・エコパーク圏におけるESDの促進」に学術的な側面から貢献できたことであ
る。同圏の学校は、ESD促進に有利な条件（地域資源の豊富さ、体験活動の量、地域との密接な連携等）を生か
しつつ、該当地域固有の課題（教育施策、住民の理解、各種人材の確保、予算措置等）を解決していければ、
ESDの「質」を担保しながら継続できることを明らかにした。教科教育学では、授業や教育課程を研究対象にし
がちであるが、ホールスクールアプローチが求められるESDの特質から、その下部構造の分析を行なった点に学
術的/社会的意義がある。
　

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
今次の学習指導要領には、「持続可能な社会の創り手を育てる」との文言が明記されたことか
ら、持続可能な開発のための教育（ESD）に取り組むユネスコスクール加盟校の役割は益々重要
になる。これまでも多くの加盟校では、各教科と領域の関連指導、地域資源の教材化、地域での
行動のあり方等の研究課題に取り組んで貴重な実践を展開してきた。 

ESDは、ユネスコ人間と生物圏（Man and Biosphere）戦略 2015-2025（MAB戦略）に基づ
いた生物圏保存地域（エコパーク）という枠組みの中でも実行を求められている。その目標は、
①生物多様性の保全と生態系サービスの回復及び強化、②生物圏と調和のとれた持続可能な社
会、経済及び繁栄する人間居住の構築、③持続可能な開発のための教育（ESD）並びに能力向上
の促進、④気候変動や地球環境の変化への適応及び緩和への支援を、登録された地域圏で実現し
ていくものである。日本では、志賀高原、白山、大台ケ原・大峰山・大杉谷、屋久島・口永良部
島、綾、只見、南アルプス、祖母・傾・大崩、みなかみ、甲武信の計 10地域があり、当該自治
体を中心とした多様な事業を始めている。このうち 6 地域にユネスコスクール加盟校があり、
地域の持続可能性に係る問題（人口減少・高齢化、自然災害の増加、地場産業・伝統文化の衰退
等）を授業化している点に、都市圏の ESD には見られない特長がある。しかしエコパークは、
自治体を中心として推進されてきた経緯から、学校での ESDと結びつけて認知されてこなかっ
たという背景がある。 
 そこでは、①エコパークを主導する行政とユネスコスクール加盟校がどのような連携体制の
下で教育活動を行なっているか、②エコパーク圏での ESDにどのような教育課程及び授業実践
の課題があるか、という点が明らかになっていない。つまり、MAB戦略目標の枠組みから ESD
を評価する研究は、発展の可能性があるにもかかわらず、基礎的な実態調査も行われていない状
況にあると言える。したがって、エコパーク圏における ESD研究は、有機的な連携体制を構築
しつつ学校を拠点とした地域ぐるみの ESDを促進していく上で、新しく開拓すべき領域となり
得ると考えた。 
 
２．研究の目的 
１）エコパーク圏における自治体とユネスコスクール加盟校の連携の実態を調査し、協働的な体
制を構築するための要因を明らかにする。 
２）同圏の加盟校の教育課程と教育活動の実態を調査し、教科と領域の関連指導との観点から質
の高い ESDを促進するための課題を抽出する。 
 
３．研究の方法 
① エコパーク圏の学校と自治体への実態調査：対象の学校と自治体を訪問して教育行政資料
及び学校関連資料を収集し、その実態についてヒアリングする。 
② エコパーク圏のユネスコスクール加盟校の教育課程と教育活動の分析：対象の学校の生活
科・総合的な学習の時間を中心とした教育課程と教育活動の実態を分析し、アクションリサーチ
の方法で、エコパークの特質を活かした教育活動のあり方を提案し、協働で実践していく。 
③  地域への研究成果の還元：上記①②で得た知見を、地域関係者（市教委、社会教育関係者、
地域住民等）に逐次公表し、フィードバックを得ながら研究を進める。 
 
４．研究成果 
 本研究の成果は、2点ある。 
第 1 に、ユネスコエコパーク圏にある学校と市教委及び市役所担当課の協働体制について自
治体ごとの特徴を把握し、特に単独自治体運営型のエコパーク圏における ESD の促進要因を事
業担当者の言説から明らかにできたことである。この成果の詳細は、福島県只見町、群馬県みな
かみ町、宮崎県綾町の教育関係者の協力を得て、学術誌『環境教育』に投稿中である。複数自治
体運営型のエコパーク圏に、本研究の知見をそのまま適用することは難しいが、同圏の ESD 促進
に学術的なアプローチを試みた先進的な研究になったと考える。 
第 2に、長野県飯田市遠山地区（南アルプスエコパーク圏）の学校と地域をフィールドに、多
様なステークホルダーが参画した ESD へのアクションリサーチを通して、中山間地における協
働的 ESD に係る一モデルを提案できたことである。これは、学術誌『環境教育』第 32 巻第 3号
に掲載され、当該地域の講演会や教員研修会、さらに日本学術会議の学術フォーラムでも発表し、
幅広い市民に公開することができた。 
 本研究は、当初「問題基盤型学習の開発」という授業方法の試行に重点を置いた研究だったが、
新型コロナ感染問題の影響で、当該学校との協力が十分にできず、当初の目的を変更せざるを得
なかった。しかし、ダメージを受けた学校（長野県飯田市遠山地区）と地域の ESD をどのように
復興させるかという新たな課題に立ち迎えたことは、今後の ESD 研究を深める意味で意義ある
活動であったと考える。また、本研究はエコパーク圏という中山間地域の学校における ESD に寄
与する研究であったが、地域資源の活用とホールスクールアプローチの観点からは、都市部の学



校の ESD 推進に貢献できる研究となったと考えている。 
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